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平
泉
史
学
に
お
け
る
人
間
存
在
―
歴
史
を
貫
く
冥
々
の
力
― 

皇
學
館
大
学
大
学
院 

文
学
研
究
科 

博
士
前
期
課
程 

谷
口 

太
一 

問
題
の
所
在 

 

か
つ
て
東
京
帝
国
大
学
教
授
で
あ
り
、
戦
後
は
本
学
学
事
顧
問
で
も
あ
っ
た
平
泉
澄
博
士
（
以
下
、
平
泉

氏
）
に
関
し
て
は
、
そ
の
知
名
度
に
反
し
て
、
植
村
和
秀
氏
の
指
摘
一

の
通
り
、
近
年
に
入
っ
て
客
観
的
な

研
究
が
よ
う
や
く
緒
に
つ
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。 

 

昭
和
四
〇
年
に
平
泉
門
下
の
平
田
俊
春
氏
が
「
皇
国
史
観
と
津
田
学
説
」
を
『
神
道
宗
教
』
誌
上
に
、
ま

た
、
同
じ
く
門
下
の
田
中
卓
氏
が
昭
和
四
十
四
年
に
「
皇
国
史
観
に
つ
い
て
」
を
『
皇
学
論
集
』
に
発
表
し

て
以
降
、
研
究
は
確
実
に
進
展
を
見
せ
る
一
方
で
、
い
ま
だ
そ
の
誤
解
は
根
強
い
も
の
が
あ
る
。
二 

 

冒
頭
で
述
べ
た
如
く
に
、
平
成
を
迎
え
る
ま
で
は
、
「
平
泉
門
下
に
よ
る
師
の
汚
名
返
上
、
名
誉
挽
回
」

と
い
う
側
面
が
主
で
あ
っ
た
研
究
が
、
転
換
点
を
迎
え
る
の
は
平
成
十
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
京
都
産

業
大
学
教
授
で
あ
っ
た
植
村
氏
『
丸
山
眞
男
と
平
泉
澄
』（
平
成
十
五
年
、
柏
書
房
）
は
、「
両
者
の
思
考
の

様
式
が
同
一
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
在
り
方
を
異
に
し
た
か
、
そ
し
て
な
ぜ
そ
の
影
響
力
を
保
持
し

え
な
か
っ
た
か
」
と
い
う
比
較
研
究
を
行
っ
た
一
書
で
あ
り
、
そ
の
二
年
後
に
は
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
評
伝
選
よ
り
若
井
敏
明
氏
が
『
平
泉
澄
―
み
国
の
た
め
に
我
つ
く
さ
な
む
』
を
刊
行
し
、
さ
ら
に
そ

の
三
年
後
に
は
昆
野
伸
幸
氏
『
近
代
日
本
の
国
体
論
―
―
〈
皇
国
史
観
〉
再
考
』（
平
成
二
十
年
、
ぺ
り
か

ん
社
。
令
和
元
年
増
補
改
訂
版
）
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
植
村
氏
の
言
を
借
り
れ
ば
「
神
学
的
思
惟
と
世
俗
的

思
惟
」
の
対
立 

の
如
く
に
―
人
間
的
理
性
の
外
で
―
に
批
判
さ
れ
て
き
た
「
平
泉
澄
」
並
び
に
「
平
泉
史

学
」
三

、
は
よ
う
や
く
「
平
泉
澄
」
の
研
究
は
開
始
せ
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。 

以
上
、
平
泉
氏
に
関
わ
る
研
究
史
を
概
観
し
た
四

と
こ
ろ
で
、
本
発
表
で
は
基
礎
的
研
究
と
し
て
、
平
泉

史
学
に
お
け
る
「
人
間
」
の
概
念
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
泉
史
学
の
根
幹
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
「
歴
史
を
貫
く
冥
々
の
力
」
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。 

                                        

             

 

一 

植
村
和
秀
『
丸
山
眞
男
と
平
泉
澄
』「
第
二
章 

歴
史
神
学
者
平
泉
澄
」
参
照
。 

二

『
龍
谷
日
本
史
研
究
』
平
成
三
十
一
年
、
第
四
二
号
に
発
表
さ
れ
た
、
湯
川
椋
太
氏
の
「「
皇
国
史
観
」

と
「
祖
国
の
た
め
に
死
ぬ
こ
と
」」
は
、
既
に
昆
野
氏
に
よ
っ
て
提
言
さ
れ
た
「
皇
国
史
観
」
の
語
義
確

定
を
行
わ
ず
、
従
来
の
「
皇
国
史
観
」
の
語
義
の
ま
ま
議
論
を
構
築
し
て
い
る
。 

三 

所
謂
「
皇
国
史
観
」
と
い
う
語
句
に
関
し
て
も
、
田
中
卓
氏
は
「
賛
美
」
と
「
護
持
」
と
い
う
分
類
が

可
能
で
あ
り
、
平
泉
氏
は
後
者
に
立
つ
も
の
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。 

四 

管
見
の
限
り
で
は
、
平
成
二
十
七
年
に
『
藝
林
』
第
六
十
四
巻
第
一
号
に
お
い
て
特
集
号
が
編
集
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
平
成
十
五
年
に
、
立
命
館
大
学
日
本
思
想
史
研
究
会
が
「
戦
後
平
泉
澄
は
如
何
に
語
ら
れ

た
か 

平
泉
澄
「
批
判
」
を
考
え
る
一
試
論
」
と
題
し
て
、（「
日
本
思
想
史
研
究
会
会
報
」
二
〇
号
記
念

共
同
研
究 

近
代
史
学
史
の
再
検
討
）「
平
泉
澄
」
に
対
す
る
再
検
討
を
行
っ
て
い
る
。 
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１
．
平
泉
史
学
の
形
成
過
程 

平
泉
氏
が
学
び
、
大
学
院
修
了
後
は
勤
務
先
で
も
あ
っ
た
東
京
帝
国
大
学
で
は
、
明
治
二
十
年
に
実
証
主
義

史
学
の
祖
と
呼
ば
れ
る
、
レ
オ
ポ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ラ
ン
ケ
の
弟
子
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ー
ス
が
招
聘
さ

れ
た
。
彼
は
実
証
史
学
を
指
導
し
、
彼
に
よ
っ
て
所
謂
「
官
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
」
が
形
成
さ
れ
た
が
、
彼
と

そ
の
歴
史
学
に
は
史
料
考
証
を
重
ん
じ
す
ぎ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
。
五 

大
正
期
に
入
る
と
、
マ
ル
ク
ス
（
唯
物
）
史
観
が
重
ん
じ
る
歴
史
法
則
性
を
強
く
否
定
視
す
る
エ
マ
ニ
ュ

エ
ル
・
カ
ン
ト
や
、
先
述
の
ラ
ン
ケ
な
ど
の
歴
史
哲
学
が
紹
介
さ
れ
た
。
六 

こ
う
し
た
歴
史
学
の
発
展
の
一
方
で
、
歴
史
学
と
国
家
主
義
と
の
衝
突
も
発
生
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、

久
米
邦
武
筆
禍
事
件
、
南
北
朝
正
閏
論
争
、
天
皇
機
関
説
事
件
な
ど
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
時
代
的
文
脈
の
内
で
、
平
泉
氏
の
歴
史
学
、
所
謂
平
泉
史
学
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
か
を
述
べ
る
た
め
に
、
ま
ず
は
、
平
泉
氏
の
用
い
る
「
歴
史
」
概
念
の
分
析
か
ら
始
め
た
い
。 

本
邦
に
お
け
る
「
歴
史
」
著
述
の
試
み
は
、「
六
国
史
」
が
絶
え
て
以
降
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
そ
の

過
程
で
口
承
文
学
の
筆
記
や
、
漢
文
訓
読
の
技
法
、
万
葉
仮
名
、
日
記
文
学
な
ど
、「
歴
史
」
を
記
す
た
め
、

並
び
に
読
む
た
め
の
試
行
は
、
そ
の
時
代
の
人
々
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
重
ね
ら
れ
て
き
た
。 

上
代
に
お
い
て
は
皇
室
、
な
い
し
在
地
豪
族
の
「
も
の
」
と
し
て
（
例
え
ば
、
日
本
書
紀
の
「
一
書
」
、

各
地
の
『
風
土
記
』
な
ど
）、
平
安
期
に
は
日
記
文
学
と
し
て
成
立
を
見
た
。（
事
実
『
吾
妻
鏡
』
は
公
卿
日

記
の
集
成
で
あ
る
）
時
代
は
進
み
、
中
世
に
は
二
大
史
論
と
し
て
『
愚
管
抄
』『
神
皇
正
統
記
』
が
記
さ
れ

る
に
至
る
が
、
こ
れ
ら
が
慈
遍
・
北
畠
親
房
と
い
う
「
人
格
」
の
表
出
と
し
て
語
ら
れ
た
事
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
徳
川
幕
府
の
成
立
以
降
、
頼
山
陽
『
日
本
外
史
』
や
浅
見
絅
斎
『
靖
献
遺
言
』
な
ど
が
執
筆
さ
れ
た

が
、
こ
れ
ら
も
ま
た
頼
山
陽
・
浅
見
絅
斎
と
い
う
人
格
の
表
出
で
あ
っ
た
。
近
世
以
前
に
は
、
日
本
に
は
客

観
主
義
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
歴
史
は
、
存
在
し
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。 

し
か
し
、
近
代
、
王
政
復
古
の
大
号
令
が
発
布
さ
れ
て
以
降
、
西
洋
の
歴
史
学
の
手
法
が
輸
入
さ
れ
る
に

従
っ
て
、
人
格
の
概
念
が
歴
史
か
ら
遊
離
す
る
よ
う
に
な
る
。
先
述
し
た
「
実
証
主
義
」
で
あ
る
。 

平
泉
の
述
べ
る
と
こ
ろ
で
は
、
実
証
主
義
の
極
致
と
は
、「
歴
史
を
あ
る
が
ま
ま
に
」
書
き
記
す
こ
と
と

                                        

             

 

五 

『
大
久
保
利
謙
歴
史
著
作
集
七 

日
本
近
代
史
学
の
成
立
』(

昭
和
六
十
三
年
、
吉
川
弘
文
館
）
参
照
。 

六 

平
泉
氏
の
出
身
校
で
あ
る
旧
制
四
高
に
は
、『
純
粋
理
性
批
判
』
の
独
語
版
が
収
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
西
田
幾
多
郎
の
追
想
で
確
認
で
き
る
。(

『
四
校
八
十
年
』
昭
和
四
十
二
年
、
第
四
高
等
学
校
同
窓
会)  

ま
た
、
当
時
最
新
の
哲
学
で
あ
っ
た
新
カ
ン
ト
学
派
は
、
ド
イ
ツ
本
国
に
お
い
て
も
本
邦
に
お
い
て
も

「
一
九
〇
〇
年
を
挟
む
そ
れ
ぞ
れ
十
年
あ
ま
り
」
の
期
間
に
終
わ
り
（
宮
野
真
生
子
『
出
逢
い
の
あ
わ

い
』
令
和
元
年
、
堀
之
内
出
版
）
カ
ン
ト
哲
学
、
ま
た
新
カ
ン
ト
学
派
の
紹
介
は
一
過
性
の
も
の
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
後
年
廣
松
渉
が
「
日
本
で
も
新
カ
ン
ト
学
派
は
も
う
全
然
流
行
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
こ

と
か
ら
（『
理
想
』
平
成
二
年
）
も
こ
の
こ
と
は
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
上
智
大
学
哲
学
科
教
授
の
大
橋

容
一
郎
氏
が
『
理
想
』
誌
上
に
論
考
を
発
表
し
続
け
て
い
る
な
ど
、
研
究
は
継
続
せ
ら
れ
て
い
る
。 
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同
義
で
あ
り
、
平
泉
氏
に
従
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
「
歴
史
学
」
は
「
歴
史
学
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
出
来
ず
七

、

ま
た
、
不
可
能
八

で
あ
る
と
い
う
。 

す
な
わ
ち
、「
国
史
学
の
骨
髄
」
に
お
い
て
、
平
泉
が 

 

歴
史
の
あ
る
は
単
な
る
時
間
的
経
過
の
為
で
は
な
い
。
単
な
る
時
間
的
経
過
を
意
味
す
る
も
の
と
す

れ
ば
、
歴
史
は
あ
ら
ゆ
る
人
に
あ
り
、
の
み
な
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
動
物
に
あ
り
、
否
宇
宙
一
切
の
も
の
悉

く
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
平
泉
史
学
は
歴
史
を
単
に
「
時
間
の
経
過
す
る
こ
と
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
を
否

定
す
る
。
歴
史
と
は
、「
高
き
精
神
作
用
」
の
所
産
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
は
歴
史
を
認
識
す
る
主
体
、
即
ち

人
格
に
よ
っ
て
初
め
て
存
在
す
る
と
し
た
。
こ
こ
で
、
「
変
化
発
展
を
必
要
と
す
る
」
と
述
べ
る
も
の
の
、

終
生
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
グ
を
動
か
ず
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
カ
ン
ト
の
生
活
を
例
に
挙
げ
て
、
空
間
の
移
動

は
問
題
で
は
な
く
、
思
想
（
と
そ
の
両
輪
を
な
す
行
動
）
の
発
展
が
歴
史
を
成
立
さ
せ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

ま
た
、「
酔
生
夢
死
の
徒
輩
は
、
遂
に
歴
史
と
無
縁
の
衆
生
で
あ
る
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
た
だ
存
在
す

る
た
め
だ
け
に
存
在
し
、
無
為
に
時
間
を
過
ご
し
、「
歴
史
」
を
主
体
と
し
て
認
識
す
る
事
が
な
い
（
＝
「
存

在
す
る
」
と
い
う
こ
と
以
外
に
存
在
す
る
目
的
を
持
た
な
い
）
人
格
に
と
っ
て
は
、
遂
に
「
歴
史
」
は
存
在

し
な
い
（
＝
歴
史
を
認
識
す
る
こ
と
の
な
い
「
蛮
人
」
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
）
の
で
あ
る
。
九 

以
上
の
引
用
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
平
泉
史
学
に
お
け
る
「
歴
史
」
と
は
、（
言
う
ま
で
も
無
い
こ

と
だ
が
）
選
抜
さ
れ
た
「
人
間
」
の
知
覚
行
為
で
あ
り
、
エ
リ
ー
テ
ィ
ズ
ム
の
所
産
で
あ
る
。 

「
我
が
歴
史
観
」
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
「
前
に
は
歴
史
の
オ
ブ
ゼ
ク
ト
に
人
格
を
要
求
し
た
。
今
は
歴

史
の
サ
ブ
ゼ
ク
ト
に
人
格
を
要
求
す
る
」
と
は
、
歴
史
の
対
象
と
し
て
の
人
格
か
ら
、
歴
史
を
主
体
的
に
認

識
す
る
主
体
と
し
て
の
人
格
へ
の
転
換
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
歴
史
を
主
体
と
し
て
認
識
し
、
そ
の
人
格
を
自

ら
の
内
に
復
活
さ
せ
る
（
こ
こ
に
お
い
て
は
、「
死
」
と
い
う
主
体
的
存
在
の
喪
失
さ
え
も
人
格
の
表
現
と

し
て
の
一
つ
の
行
為
と
な
る
）
こ
と
が
、
平
泉
史
学
に
お
け
る
人
間
存
在
の
理
想
で
あ
る
。 

さ
て
、
従
来
、
平
泉
史
学
の
形
成
は
、
苅
部
直
氏
に
よ
れ
ば
、
大
正
教
養
主
義
の
影
響
下
に
あ
る
一
〇

と
さ

れ
、
昆
野
氏
に
よ
れ
ば
、「
神
代
」
に
依
拠
し
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
「
帝
国
主
義
的
な
異
民
族
支
配
」
の

                                        

             

 

七 

『
我
が
歴
史
観
』（
昭
和
五
十
八
年
、
皇
學
館
大
學
出
版
部
。
初
版
は
大
正
十
五
年
、
至
文
堂
）
三
七

九
頁
、『
國
史
學
の
骨
髄
』（
平
成
元
年
、
錦
正
社
。
初
版
は
昭
和
二
年
、
至
文
堂
）
十
三
頁
参
照
。 

八 

以
下
、
前
註
『
我
が
歴
史
観
』、
十
八
頁
よ
り
引
用
。「
万
人
の
出
来
事
を
…
あ
り
の
ま
ヽ
に
少
し
も
私

意
を
加
へ
ず
、
如
実
に
記
述
す
る
と
い
ふ
事
は
…
到
底
常
人
の
企
及
す
べ
き
所
で
は
な
い
。」 

九 

そ
の
よ
う
な
歴
史
観
に
つ
い
て
、
田
中
氏
は
、
所
謂
「
平
泉
澄
伝
説
」
と
し
て
の
「
百
姓
に
歴
史
が
あ

り
ま
す
か
」
を
め
ぐ
る
言
説
は
、
平
泉
史
学
に
お
け
る
「
歴
史
」
と
い
う
語
句
の
誤
解
で
あ
る
と
述
べ

た
。（
田
中
卓
『
平
泉
史
学
と
皇
国
史
観
』（
平
成
年
、
青
々
企
画
）
一
三
六
～
一
五
四
頁
参
照
。） 

一
〇 

苅
部
直
『
秩
序
の
夢
―
政
治
思
想
論
集
』
所
収
、「
歴
史
家
の
夢
―
平
泉
澄
を
め
ぐ
っ
て
―
」
参
照
。 



4 

 

体
制
に
迎
合
し
た
も
の
で
あ
る
一
一

な
ど
と
さ
れ
た
。 

平
成
八
年
、
苅
部
論
文
の
発
表
以
前
、
さ
ら
に
植
村
氏
ら
の
著
書
の
刊
行
以
前
に
、
既
に
荒
川
久
壽
男
氏

に
よ
っ
て
、
新
カ
ン
ト
学
派
の
リ
ッ
ケ
ル
ト
や
ウ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
歴
史
哲
学
の
受
容
を
指
摘
さ
れ
て

い
る
一
二

が
、
そ
の
際
に
「
ウ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
や
リ
ッ
ケ
ル
ト
が
歴
史
学
と
自
然
科
学
の
差
異
を
論
じ
…

歴
史
学
は
く
り
か
へ
し
の
な
い
、
唯
一
回
き
り
の
特
殊
な
事
実
を
究
明
す
る
個
性
記
述
の
科
学
」
で
あ
る
と

述
べ
、
そ
れ
を
受
け
て
平
泉
氏
の
「
歴
史
は
か
く
て
自
由
の
人
格
の
永
久
に
わ
た
る
創
造
開
展
の
世
界
で
あ

る
」
と
い
う
一
節
は
成
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
が
、「
人
格
」
と
い
う
語
に
着
目
し
た
と
き
、
こ
れ
は
大
正

～
昭
和
改
元
ま
で
の
哲
学
の
受
容
史
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
発
表
で
は
さ
て
お
く
。

 

２
．
殉
教
の
気
魄
―
歴
史
を
貫
く
冥
々
の
力
― 

 

か
つ
て
、
平
泉
氏
は
昭
和
五
年
、
在
外
研
究
を
命
じ
ら
れ
、
同
年
イ
タ
リ
ア
は
ナ
ポ
リ
に
て
ベ
ネ
デ
ィ

ッ
ト
・
ク
ロ
ー
チ
ェ
と
会
談
し
、「
歴
史
と
哲
学
の
融
合
」「
マ
ル
ク
ス
唯
物
史
観
の
排
斥
」
の
二
点
に
お

い
て
深
く
通
じ
合
う
所
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
一
三 

 

と
こ
ろ
で
、
従
来
の
研
究
史
に
お
い
て
は
、「
歴
史
と
哲
学
の
融
合
」
と
い
う
観
点
か
ら
平
泉
史
学
を

と
ら
え
た
論
考
は
存
外
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
四 

前
節
ま
で
で
、「
平
泉
史
学
に
お
け
る
狭
義
の
人
間
存
在
」
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
よ
っ
て
本
節
で

は
、
一
般
に
道
徳
哲
学
と
呼
ば
れ
る
体
系
に
お
け
る
「
あ
る
べ
き
人
格
の
比
定
」
に
つ
い
て
、
平
泉
史
学

に
お
け
る
「
人
格
」
概
念
の
具
体
的
な
作
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
、「
歴
史
を
貫
く
冥
々
の
力
」
に
つ

い
て
考
察
を
加
え
た
い
。 

田
中
卓
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
平
泉
史
学
が
人
格
主
義
に
立
脚
す
る
こ
と
は
、

「
我
が
歴
史
観
」
一
五

の
、
以
下
の
引
用
文
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
。 
 

                                        

             

 

一
一 

昆
野
伸
幸
『
近
代
日
本
の
国
体
論
―
〈
皇
国
史
観
〉
再
考
』(

令
和
元
年
、
ぺ
り
か
ん
社)

所
収
「
平

泉
澄
の
「
日
本
人
」
観
」
参
照
。 

一
二 

荒
川
久
壽
男
遺
稿
集
『
読
史
余
滴
』
四
六
三
～
四
七
九
頁
所
収
「
平
泉
澄
博
士
の
史
学
の
初
期
形

成
」（
初
出
は
『
藝
林
』
第
三
十
五
巻
第
四
号
。
昭
和
六
十
一
年
）
参
照
。
同
書
四
百
七
十
頁
よ
り
、「
人

格
」
の
語
義
に
つ
い
て
、「
新
カ
ン
ト
学
派
は
祖
国
を
持
た
ぬ
「
世
界
人

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン

」
の
人
格
で
あ
る
」
と
述
べ

る
。
ま
た
、「
歴
史
は
か
く
て
自
由
の
人
格
の
永
久
に
わ
た
る
創
造
開
展
の
世
界
で
あ
る
」
と
い
う
一
節

に
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
影
を
み
る
」（
前
掲
書
、
四
七
一
頁
）
と
述
べ
る
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
国
家
が
、
ど
こ

か
、
あ
る
時
点
で
終
焉
を
迎
え
る
（『
歴
史
哲
学
講
義
』）
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
平
泉
史
学
は
皇
統

（
そ
れ
と
イ
コ
ー
ル
で
結
ば
れ
た
国
家
）
の
終
わ
り
の
な
い
こ
と
を
説
く
も
の
で
な
か
っ
た
か
。『
國
史

学
の
骨
髄
』
一
六
頁
参
照
。 

一
三 

『
平
泉
博
士
史
論
抄
』
所
収
の
「
ナ
ポ
リ
の
哲
人
」
参
照
。 

一
四 

平
泉
史
学
の
「
目
的
」
を
「
革
命
の
阻
止
」
に
あ
っ
た
と
す
る
植
村
氏
の
論
考
「
滞
欧
研
究
日
記
に

み
る
平
泉
澄
博
士
」
は
、
管
見
の
限
り
に
お
い
て
そ
の
か
な
り
早
い
段
階
に
属
す
る
。 

一
五 

平
泉
澄
『
我
が
歴
史
観
』（
昭
和
五
十
八
年
、
皇
學
館
大
學
出
版
部
）
八
、
九
頁
参
照
。 
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も
し
か
く
の
如
く
（
西
村
真
次
の
『
文
化
人
類
学
』
に
お
け
る
「
歴
史
」
の
定
義
―
谷
口
註
）
一

切
の
生
物
に
歴
史
あ
る
を
許
す
な
ら
ば
、
即
ち
人
間
を
生
物
の
一
類
と
し
て
全
く
平
等
無
差
別
観

に
徹
底
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
歴
史
の
初
め
は
発
生
の
当
初
に
遡
る
と
な
す
考
方
は
是
認
せ
さ
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。 

 
 

 

之
に
反
し
て
人
は
他
の
動
物
と
異
な
り
、
人
の
歴
史
は
他
の
も
の
に
就
い
て
用
い
ら
る
ゝ
広
義

の
歴
史
―
―
た
と
へ
ば
山
岳
の
歴
史
、
地
球
の
歴
史
な
ど
と
相
違
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
両
者
を

分
つ
原
理
は
何
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
一
言
に
し
て
い
へ
ば
人
格

○

○

に
外
な
ら
ぬ
。
こ
れ
は
早
く
カ
ン

ト
が
注
意
し
た
所
で
あ
っ
て
、
彼
が
ヘ
ル
デ
ル
の
考
を
よ
ろ
こ
ば
ず
、
真
の
歴
史
は
、
人
が
意
思

を
有
す
る
も
の
と
し
て
自
由
に
行
動
で
き
る
点
に
存
し
、
従
っ
て
理
性
が
発
達
し
て
き
て
始
め
て

歴
史
が
あ
る
と
な
し
た
の
は
、
こ
の
種
の
考
方
の
有
力
な
源
泉
で
あ
つ
た
。 

 

「
人
が
人
た
る
は
人
格
に
よ
る
。
人
格
な
き
も
の
は
…
畢
竟
ほ
か
の
動
物
と
選
ぶ
所
が
な
い
」
と
述
べ

る
平
泉
氏
が
、
こ
と
「
人
格
」
と
い
う
語
の
受
容
・
解
釈
に
お
い
て
、
カ
ン
ト
『
純
粋
理
性
批
判
』
乃
至

新
カ
ン
ト
学
派
、
特
に
西
南
学
派
（
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
ら
）
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ

と
は
、
こ
こ
に
示
し
た
引
用
文
か
ら
伺
え
よ
う
。 

平
泉
史
学
に
お
け
る
「
歴
史
」
と
は
人
格
を
主
体
と
し
て
構
築
さ
れ
る
―
こ
れ
は
、
先
に
も
確
認
し
た

よ
う
に
「
完
全
な
客
観
主
義
」
の
成
立
不
当
性
を
も
含
有
す
る
―
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
に
、
人
格
主

義
的
な
平
泉
史
学
が
抱
え
る
の
は
、
先
に
述
べ
た
通
り
、「
あ
る
べ
き
人
格
」、
人
間
と
し
て
の
自
覚
、
そ

の
目
的
を
ど
こ
に
比
定
す
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。 

先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
平
泉
氏
に
と
っ
て
歴
史
を
知
る
と
い
う
こ
と
は
、「
未
開
の
蛮
人
と
袂
を
分

か
つ
」
為
に
必
要
な
行
為
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
に
主
体
と
な
る
人
格
に
つ
い
て
、
平
泉
氏
は
「
我
等
の
人

格
は
、
日
本
の
歴
史
の
中
に
初
め
て
可
能
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。 

つ
ま
り
、
人
間
存
在
が
主
体
を
と
る
人
格
を
通
じ
て
歴
史
を
認
識
し
、（
歴
史
的
に
）
行
為
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
人
間
と
呼
び
得
る
以
上
、
平
泉
史
学
に
お
け
る
「
人
間
存
在
」
は
限
り
な
く
（
自
他
の
意
識
に

お
い
て
）
選
抜
さ
れ
た
存
在
な
の
で
あ
る
。 

換
言
す
れ
ば
、
平
泉
史
学
に
お
け
る
人
間
と
は
自
明
の
存
在
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
一
六

す
な
わ
ち
、
歴

                                        

             

 

一
六 

昆
野
氏
の
「
平
泉
澄
の
「
日
本
人
」
観
」（
前
掲
同
書
『
近
代
日
本
の
国
体
論
』
所
収
）
一
五
三
、
四

頁
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
、「
単
一
民
族
と
し
て
の
日
本
人
」「
純
粋
で
均
質
的
な
「
日
本
人
」
な
ど
は
、

平
泉
氏
の
意
識
下
に
初
め
か
ら
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
昆
野
氏
は
平
泉
史
学
に
お
け
る
人
間

存
在
の
希
少
化
を
昭
和
八
年
以
降
の
こ
と
と
す
る
が
、「
人
格
」
と
い
う
意
識
が
昭
和
二
年
の
「
国
史
学

の
骨
髄
」
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
問
題
提
起
は
再
考
の
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

ま
た
、
若
井
氏
は
「
人
格
」
の
語
に
は
「
歴
史
家
の
主
体
性
」
の
側
面
に
お
い
て
着
目
し
て
い
る
が
、
本

稿
に
置
い
て
述
べ
た
よ
う
な
「
歴
史
的
存
在
」
と
し
て
の
人
格
に
は
着
目
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
苅
部
氏
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史
を
認
識
す
る
主
体
で
あ
る
人
間
は
、
歴
史
を
認
識
す
る
た
め
に
自
ら
に
修
練
を
課
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
際
に
主
体
と
な
る
人
格
が
、「
復
活
」
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
う
る
と
い
う
「
国
史
学
の
骨
髄
」
の
一

節
や
、「
古
人
を
泉
下
に
起
し
て
、
之
と
肝
胆
相
照
ら
す
は
、
古
人
と
同
様
の
高
き
深
き
精
神
に
あ
ら
ず

ん
ば
不
可
で
あ
る
」
と
い
う
一
節
か
ら
も
、
こ
の
こ
と
は
伺
え
る
。 

具
体
例
を
一
つ
上
げ
れ
ば
、
平
泉
史
学
に
お
い
て
、
日
本
と
は
「
未
だ
曾
て
革
命
と
滅
亡
と
を
知
ら

ず
」
一
七

い
た
国
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
建
国
の
際
に
天
照
大
神
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
、「
天
壌
無

窮
の
神
勅
」
が
幾
度
も
「
復
活
」
し
て
来
た
事
と
同
義
で
あ
る
。
言
を
返
せ
ば
、
幾
度
も
「
復
活
」
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
同
じ
よ
う
に
幾
度
も
「
忘
却
」
せ
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

か
つ
て
、
平
泉
氏
は
「
日
本
精
神
発
展
の
段
階
」
一
八

に
お
い
て
、
古
代
・
上
代
・
中
世
・
近
世
・
近
代

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
区
分
の
理
想
を
、
古
代
は
そ
の
理
想
は
如
何
様
に
も
分
化
し
う
る
と
し
た
上
で
、「
価

値
は
時
代
と
と
も
に
変
じ
、
理
想
は
世
と
共
に
推
移
し
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
様
な
変
遷
を
遂
げ

た
日
本
の
歴
史
に
お
い
て
不
変
で
あ
る
（
歴
史
の
背
後
を
貫
く
も
の
）
は
た
だ
「
天
皇
（
＝
日
本
）
に
対

す
る
忠
義
」
で
あ
る
。
忘
却
と
復
活
は
繰
り
返
さ
れ
、
し
か
し
皇
室
は
絶
え
る
こ
と
が
な
く

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
来
た
の
が
国

史
な
の
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
が
平
泉
史
学
の
根
幹
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

日
本
国
に
生
ま
れ
出
で
、
そ
の
建
国
の
理
想
を
追
い
求
め
続
け
た
「
人
格
」
も
「
理
想
」
も
、
時
間
の

経
過
と
と
も
に
忘
却
せ
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
必
定
で
あ
る
。
し
か
し
、
英
雄
は
た
と
い
世
の
中
に
忘
れ

去
ら
れ
よ
う
と
も
、
直
接
の
関
係
も
関
節
の
関
係
も
な
く
、
そ
の
人
格
は
あ
る
時
復
活
一
九

し
、
そ
の
理
想

を
同
じ
く
し
て
在
り
、
そ
し
て
ま
た
新
た
な
人
格
を
形
成
し
、
そ
の
復
活
は
歴
史
に
お
い
て
絶
え
る
こ
と

が
無
か
っ
た
こ
と
が
、「
歴
史
を
貫
く
冥
々
の
力
」
の
内
実
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。 

平
泉
氏
は
す
で
に
大
正
十
四
年
に
「
我
が
歴
史
観
」
に
お
い
て
、「
歴
史
は
か
く
て
自
由
の
人
格
が
永

久
に
わ
た
る
創
造
回
展
の
世
界
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
そ
の
学
究
生
活
の
最
初
期
か
ら
こ
の
よ
う
な

意
識
が
あ
っ
た
事
を
「
我
が
歴
史
観
」
は
端
的
に
表
し
て
い
る
と
い
え
る
。 

 

平
泉
氏
は
、「
万
物
は
流
転
」
二
〇

す
る
こ
と
を
否
定
し
は
し
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
流
転
の
中
に
、「
不

易
な
る
も
の
、
万
世
を
通
じ
て
常
住
な
る
も
の
」
を
求
め
る
こ
と
が
、「
茫
然
自
失
」
せ
ぬ
た
め
の
手
段

で
あ
る
、
と
述
べ
る
。
こ
の
と
き
、
人
格
は
、「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」
を
究
極
目
的
と
し
て
行
動
す
る
。 

 

以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
平
泉
史
学
に
お
け
る
人
間
存
在
の
在
り
方
は
、
少
な
く
と
も
初
期
の
段

階
に
於
い
て
は
、
田
中
卓
氏
の
言
の
如
く
二
一

、
厳
格
な
人
格
主
義
を
有
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。 

                                        

             

 

は
大
正
教
養
主
義
的
の
影
響
下
に
「
人
格
」
の
形
成
を
見
て
い
る
。
苅
部
氏
の
議
論
に
お
い
て
は
、
大
正

教
養
主
義
の
根
幹
た
る
カ
ン
ト
に
遡
行
が
可
能
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。 

一
七 

前
掲
同
書
『
國
史
學
の
骨
髄
』
十
三
頁
。
こ
の
語
句
は
、「
革
命
に
よ
る
歴
史
の
終
焉
」
と
い
う
言
説

に
対
抗
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

一
八 

前
掲
書
、『
我
が
歴
史
観
』
所
収
。 

一
九 

こ
の
復
活
が
「
全
く
の
偶
然
で
あ
る
こ
と
」
も
、「
冥
々
の
力
」
と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
。 

二
〇 

平
泉
澄
『
萬
物
流
轉
』（
昭
和
十
一
年
、
至
文
堂
）「
六 

我
等
の
依
拠
」
。 

二
一 

田
中
卓
『
平
泉
史
学
と
皇
国
史
観
』
一
五
三
頁
。「
平
泉
史
学
の
特
色
は
、
史
観
と
し
て
人
格
主
義
・
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平
泉
史
学
に
お
け
る
人
間
存
在
が
常
に
、
近
世
に
お
け
る
人
格
主
義
の
代
表
格
で
あ
り
、
か
つ
大
正
教

養
主
義
に
お
い
て
よ
く
参
照
さ
れ
も
し
た
カ
ン
ト
に
お
け
る
人
間
存
在
の
よ
う
に
、
常
に
人
間
で
あ
る
こ

と
を
命
ぜ
ら
れ
続
け
る

．
．
．
．
．
．
．
「
ぎ
り
ぎ
り
の
」
二
二

存
在
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
他
日
を
期
し
た
く
思
う
。 

                                        

             

 

伝
統
主
義
に
立
脚
し
…
」 

二
二 

坂
部
恵
『
カ
ン
ト
』（
平
成
一
三
年
、
講
談
社
学
術
文
庫
）
四
十
四
頁
参
照
。 


